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新型 Audi TT / TTS 
 

Audi TTは、1998年に初代が発表されて以来、先進的なコンセプトとピュアでインパクトのあるデザイ

ンにより、フラッグシップスポーツカーのAudi R8とともに、Audiのイメージリーダーの役割を果たし

てきました。今回発売するのは 3 世代目のモデルであり、2 世代目が 2006 年にデビューして以来、9

年ぶりのフルモデルチェンジということになります。 

 

今回日本市場に導入するのは 

・ Audi TT Coupe 2.0 TFSI 

・ Audi TT Coupe 2.0 TFSI quattro 

・ Audi TT Roadster 2.0 TFSI quattro 

・ Audi TTS Coupe 2.0 TFSI quattro 

の 4 モデル。ボディはクーペとソフトトップ仕様の Roadster の 2 タイプ。駆動方式は、ベースモデル

のAudi TT 2.0 TFSIだけがFWD（前輪駆動）で、ほかのモデルはquattroフルタイム4輪駆動システム

を採用しています。エンジンは全グレード2.0ℓのターボ付直列4気筒DOHC16バルブユニット230PS

を搭載。Audi TTS用だけは286PSの高性能仕様になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に新型Audi TT / TTSの概要を説明します。 

 

●Audiスポーツカーの新しい顔 

エクステリアは、力強く張り出したホイールハウス、優美なアーチ型ルーフライン、大きなアルミ製の

フィラーキャップなどで Audi TT としてのアイデンティティを示す一方で、ボンネットに移されたフォ

ーシルバーリングス、6 つの角を持ったシングルフレームグリル、マトリクス LED テクノロジーを用い

たヘッドライトなどにより、新時代のアウディスポーツカーであることを宣言しています。 

 

●より伸びやかでダイナミックなフォルム 

ボディの全長4,180mm、全幅1,830mmは、従来型のTTよりそれぞれ10mmだけ小さくなりました。

その一方でホイールベースは 40mm 延長されて 2,505mm となり、それにより前後オーバーハングが
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短縮されて、より伸びやかでダイナミックなプロポーションが実現しました。フットプリント（トレッ

ド×ホイールベース）が拡大されたことで、操縦安定性や乗り心地の面でのポテンシャルも向上してい

ます。 

 

●エンジンパワーはAudi TTが230PS、Audi TTSは286PS 

エンジンは全グレード、2.0 TFSI：インタークーラー＆ターボチャージャー付2.0ℓ直列4気筒DOHC16

バルブエンジンを搭載しています。従来型の2.0 TFSIに対し、事実上新開発といっていいほど設計が新

しくなっており、パワー、トルクが従来の211PS、350Nmから230PS、370Nmに向上しているほか、

燃費効率も13.0km/ℓから14.7km/ℓへと大幅に改善しています（Audi TT Coupe 2.0 quattroでの比

較。JC08 のモード燃費）。370Nm の最大トルクは、1,600～4,300rpm の幅広い回転域で得られるた

め、標準装備の6速Sトロニックとの組み合わせで、素晴らしいドライバビリティを提供します。また、

新型Audi TTSには、出力／トルクを286PS／380Nmに高めた2.0 TFSIの高性能バージョンが搭載さ

れます。 

 

●高張力スチールとアルミを組み合わせたコンポジット構造の軽量ボディ 

アルミを多用したコンポジット構造の軽量ボディは、新型Audi TT の最大の技術ハイライトのひとつで

す。第2世代（従来型Audi TT）のアルミを多用したASF（アウディスペースフレーム）のコンセプトは

引き継ぎながら、「最高の機能を得るために、適切な材料を適切な分量、適切な場所に」というさらに進

化した発想のもと、多様な素材を体系的に組み合わせることで、より一層軽くて高機能なボディの実現

を目指しました。具体的には、フロントの骨組みとフロア周りは主に強化スチールで構成する一方、ボ

ディフレーム上部とアウターパネルはすべてアルミ製として、高い剛性、衝突安全性を確保しながら、

重量をさらに数十kg単位で削減することに成功しています。 

 

●最新世代のquattroフルタイム4輪駆動システム 

Audi TT quattro 及び TTS には、後輪への駆動力伝達に電子制御の多板クラッチを使った最新世代の

quattro フルタイム 4 輪駆動システムが採用されています。日常的な運転状況ではエンジン駆動力はフ

ロントアクスルにのみ伝達されてFWD（前輪駆動）で走りますが、前後輪に速度差が生じるか、また全

開加速や高速コーナリングなどで高いトラクション能力が必要と判断されると、後輪にも駆動トルクを

分配します。最新バージョンでは、アウディドライブセレクトのシステムとも連動させることで、状況

を事前に判断して、さらにアクティブに前後駆動力配分を行う高度なシステムへと進化しています。 

 

●アウディドライブセレクトとマグネティックライド 

アウディドライブセレクトは、コックピットでの簡単なボタン操作により、ドライバーが好みの走行モ

ードを選択できるシステムです。5つのモードが設定されており、選択したモードに応じて、アクセルペ

ダルのレスポンス、Sトロニックのシフトポイント、quattroシステムの制御、オートマチックエアコン

の制御などが、自動的に調整されます。アウディマグネティックライドを搭載したAudi TTSでは、この

モード選択により、可変ダンパーシステムの制御プログラムも自動的に切り替わる仕組みになっていま

す。 

 

●アウディバーチャルコックピット 

今回初採用されたアウディバーチャルコックピットは、通常メーターパネルが収まる場所に、高解像度

を誇る12.3インチのデジタル液晶ディスプレイを置いて、そこに速度、エンジン回転数などのメーター

表示のほか、インフォテイメントシステムなどのディスプレイ機能もすべて統合したシステムで、従来

のアナログ式メーターや独立したディスプレイに対して、視認性や操作性を大幅に向上させています。 

 

●マトリクス LEDヘッドライト 

LED ライトは、明るく、消費電力が少なく、長寿命で、応答速度に優れているという様々なメリットを

有しており、自動車用としては格好の照明テクノロジーといえます。新型 Audi TT では、全グレードで



 
 

 

LED ヘッドライトを標準採用していますが、さらに、LED の特性を活かした画期的なテクノロジーであ

るマトリクスLEDヘッドライトを、Audi TTSに標準、それ以外のモデルにもオプションで用意していま

す。マトリクス LEDヘッドライトは、対向車や先行する車両の存在を検知して自動的にライトの部分的

マスキングを行うメカニズムであり、常時ハイビームで走ることができることから、夜間視界が飛躍的

に向上します。 

 

●最新のMMI 

ナビゲーションから車両情報、音楽、ラジオなどのインフォテイメントシステムまで、ひとつのコント

ローラー（ロータリープッシュボタン）で一元的にアクセス、制御できるアウディ独自のMMIのシステ

ムは、今回アウディバーチャルコックピットと融合されたことで、飛躍的に操作性が向上しています。

もはや専用のモニターはなくなり、ドライバーは前方から大きく目をそらす必要がなくなりました。ま

たこの最新のMMIシステムはタッチパッド（MMIタッチ）を採用しており、そこを指でなぞることで、

文字を入力したり、画面をスクロールしたりズームしたりすることができます。 

 

●Audi connectとAudi connect Navigator 

Audi connectを標準採用した新型Audi TTのドライバーは、インターネットとの接続が常時確保され、

そこから様々な情報が得られるだけでなく、高性能グラフィックプロセッサーを内蔵したアウディバー

チャルコックピットと MMI のシステムにより、快適な操作も約束されています。また、Audi connect

は、WLAN ホットスポットとしての機能も有しており、ドライバーだけでなく、ほかの乗員も手持ちの

モバイル端末を使ってネットサーフィングや e メールの送受信を行うことができます。Audi connect 

Navigatorを利用すれば、専用コールセンターのオペレーターと対話しながら施設検索サービスや予約手

配サービスを受けることも可能です。 

 

●Audi TT Roadster  

電動ソフトトップを採用したAudi TTのオープントップモデルで、2＋2のAudi TT Coupeに対して2人

乗りになります。今回発売するのは230PSの2.0 TFSIと6速Sトロニックを採用した2.0 TFSI quattro

の 1 モデルです。電動ソフトトップは、マグネシウム、アルミといった素材を使うことで非常に軽量に

仕上げており、開閉は約 50km/h 以下であれば走行中でも可能です。開閉に要する時間は 10 秒程度で

す。閉じてしまえば、新しく採用したフリースレイヤーなどの効果で、きわめて優れた遮音／遮熱効果

を発揮します。ボディは、オープントップにしたことに伴う剛性低下を補うため、サイドシルからリヤ

ホイールハウスにかけて特に念入りな補強を行っています。サイドシルとリヤの構造物を結ぶ部分には

大きなアルミ鋳造パーツを置き、サイドシルもアルミ押し出し材にスチール製の補強を被せた構造にし

ています。またロールオーバー対策として、シートのすぐ後ろに強固なスチール製ロールオーバーバー

を設置したほか、A ピラーに、転倒時にも折れ曲がらないよう、内部に頑強なスチールパイプを通して

います。 

 

●Audi TTS 

Audi TTSは、高出力エンジンとquattroシステムを搭載したAudi TTの高性能バージョンです。搭載す

る2.0 TFSIは、過給圧を高めたターボチャージャーや、シリンダーヘッド、ピストン、コンロッドなど

を耐久性の高い専用部品に換えることで、通常のAudi TTよりも56PS、10Nm高い286PS、380Nm

のパワー、トルクを実現しています。燃費も、従来型 TTS の 11.8km/ℓ から 14.9km/ℓ へと大幅な改

善を果たしました。内外装の各部には専用のデザイン処理が施されており、エクステリアでは、シング

ルフレームグリル、前後バンパー、サイドシル、ホイールなどが、インテリアでも、シート、ドアトリ

ム、ステアリングホイール、コンソールのデコラティブパネルなどが特別のものになっています。マト

リクス LEDヘッドライトを標準採用していることも、重要なポイントです。また、ダンパー減衰力をア

クティブに制御する「アウディマグネティックライド」を標準採用したことに伴い、車高は通常のAudi TT 

Coupeより10mm低くなっています。 

 



 
 

 

Technical Information：詳細説明 

 

エクステリア 

 

●よりダイナミックで伸びやかなシルエット 

●初代を彷彿とさせる魅力的なディテール 

●フォーリングスをボンネットに移した新しいフロントデザイン 

 

ボディの全長4,180mm、全幅1,830mmは、従来型より

それぞれ10mmだけ小さくなりました。その一方でホイー

ルベースは 40mm 延長されて 2,505mm となり、それに

より前後オーバーハングが短縮されて、よりダイナミック

で伸びやかなシルエットが実現しています。 

 

エクステリアは、力強く張り出した前後のホイールハウス

と優美なアーチ型のルーフライン、大きなアルミ製のフィ

ラーキャップなどが、初代Audi TTを彷彿とさせる一方で、

ボンネットに移されたフォーシルバーリングス、6 つの角

を持ったシングルフレームグリルにより、最新世代のアウ

ディスポーツカーであることが強調されています。このグ

リルと、左右両側の迫力のあるエアインテーク、マトリク

ス LEDテクノロジーを用いたヘッドライトなどから構成さ

れたモダンで立体感のあるフロントエンドが、新型TTのエ

クステリアのハイライトといっていいでしょう。Audi TTS

では、シングルフレームグリルの水平バーがシルバーのス

トリップを付加した専用デザインのものとなり、そこに TTS のエンブレムを装着されます。ヘッドライ

トの内側のラインがAピラーの根元にまで延びて、ボンネット上にシャープなVラインを表現していま

す。フロントのホイールハウスにまでかかったボンネットのオープニングラインは、そのままサイドド

ア上のキャラクターラインにつながって、そのラインがリヤフェンダーを経て、サイドまで回り込んだ

テールライトのエッジまで延びています。また、テールライト上端を結ぶラインの上側には、空力的な

効果を備えた小さなリップが設けられており、リヤゲートの部分ではそこが速度に応じて自動的に上下

するリトラクタブルリヤスポイラーになっています。ボディの空気抵抗を表すCd値は、S lineエクステ

リア パッケージ装着モデルで 0.29 という、このクラスのスポーツカーではベストの値が記録されてい

ます。 

 

リヤディフューザーの左右に突き出た丸型テールパイプも初代を彷彿とさせるディテールのひとつです

が、Audi TTSではそれが2本ずつの合計4本となり、ディフューザー部分にもシルバーのペイントが施

されます。 

 

なお、エクステリアカラーは、シリーズを通じて合計11タイプ設定されており、そのうちグレイシアホ

ワイトメタリック、フロレットシルバーメタリック、ミトスブラックメタリック、タンゴレッドメタリ

ック、モンスーングレーメタリック、デイトナグレーパールエフェクト、セパンブルーパールエフェク

ト、パンサーブラッククリスタルエフェクト、及びベガスイエローが新しいボディカラーです。 

 

 



 
 

 

インテリア：デザインと機能 

 

●ジェットエンジンを想起させる丸型エアベント 

●視認性、操作性を飛躍的に向上させたアウディバーチャルコックピット 

●左右で合計5kgも軽量化されたフロントスポーツシート 

 

リアルスポーツカーである Audi TT のインテリアは、ドラ

イバーを中心としたデザインが心がけられています。上か

ら見ると、インストルメントパネルは飛行機のウイングの

ような曲線を描いていて、ドライバーに向けて強い傾斜が

付けられていることがわかります。 

 

このインストルメントパネルには、「アウディバーチャル

コックピット」と呼ばれる新開発のデジタルディスプレイ

システムが、日本におけるアウディとして初採用されています。これは、高解像度を誇る12.3インチの

大型液晶ディスプレイに、速度、エンジン回転数、燃料残量などのメーター表示のほか、DIS（ドライバ

ーインフォメーションシステム）とMMI（インフォテイメントシステム）のディスプレイ機能をすべて

統合したシステムで、従来のアナログ式メーターや独立したMMIディスプレイに対して、視認性や操作

性の面で圧倒的な優位性を発揮します。1.440×540ピクセルのディスプレイで鮮明なアニメーションを

提供するために、画像処理集積回路の専門メーカーNVIDIAから高速グラフィックプロセッサー Tegra 3

シリーズのなかの Tegra 30の供給を受けています。4コアで1GHzを超えるクロックスピードを持つ高

性能マイクロチップにより、1秒間に80億回以上の演算処理を必要とする3Dのプログラムも、無理な

く動かすことができます。アウディバーチャルコックピットは、マトリクス LEDヘッドライト、コンポ

ジット構造の軽量ボディなどと並んで、新型 Audi TT の先進性を象徴するテクノロジーといってもいい

でしょう。 

 

一方、従来から Audi TT のビジュアルアイデンティティのひとつであったインテリアの丸型エアベント

は、今回から空調コントロール機能が付加されて、デザインがジェットエンジンを思わせるものになり

ました。シートヒーター、室温、リサーキュレーションモード、風向き、風量の各機能を調整するスイ

ッチが、エアベントの中心に設置されています。このスイッチの位置は、エアベントの風向きをどちら

に調整しても、変わることはありません。 

 

中央の 3 つのエアベントの下には、ハザードライトのスイッチと、アウディドライブセレクトなど追加

機能の選択ボタンが設置されています。インストルメントパネルから視覚的にまったく独立したセンタ

ートンネルのコンソールには、ギアセレクターレバーのほか、スタートボタン、オーディオボリューム

ダイヤル、MMIのコントロールターミナル、エレクトロメカニカルパーキングブレーキのボタンが配置

されています。 

 

3スポークのスポーツステアリングホイールのデザインも今回全面的に新しくなりました。全モデルで、

リムの下方をフラットにしたデザインを採用し、スポーク部分にはアルミ調の仕上げを施しています。 

 

シートも、ヘッドレスト一体型の新しいものに変わっています。従来のシートに対して、ボディのサポ

ート機能が向上しているほか、搭載位置も低くなり、また重量は、シート 1 基につき 2.5kg、左右で合

計 5.0kg も軽くなっています。インテリアではこのシートのほかにも、アルミ製のウインドーコントロ

ール（従来比－1.0kg）、ドアパネルの軽量ライニング（同－0.5kg）で重量の削減が実現しています。

TTS及びオプションのS lineでは、シートが、よりスレンダーでサイドサポート機能を高めた「Sスポー

ツ」タイプになります。 

 



 
 

 

なお＋2のリヤシートは、欧州のレギュレーションで、6才から12才までの子供であれば、チャイルド

シートなしでも安全に使用できることが確認された設計になっています。リヤのラゲージコンパートメ

ントは、従来型より13ℓ大きい305ℓの容量が確保されており、リヤシートを完全に折り畳めば、容量

を712ℓまで増やすことができます。 

 

 

新型Audi TT / TTS に搭載された革新テクノロジー 

 

●マトリクス LEDヘッドライト 

明るく、消費電力が少ない。また寿命がきわめて長く、応

答が速い LEDには、自動車用照明にとって大切な要素がす

べて備わっています。新型Audi TTは LEDを、ヘッドライ

トからテールライト、ブレーキライト、室内照明に至るま

で全面的に採用していますが、ヘッドライトについてはさ

らに、LED の特長を活かした先進的なアシスタンス機構で

ある「マトリクス LEDヘッドライト」のシステムを用意し

て、Audi TTSには標準、それ以外のグレードでもオプショ

ンで提供するようにしています。マトリクス LEDヘッドラ

イトは、ルームミラーの背後に設置されたカメラで前方を監視することで、対向車や先行する車両の存

在を検知し、それらのドライバーを眩惑しないように、自動的にヘッドライトビームを部分的にマスキ

ング（遮光）するメカニズムです。マトリクス LED ヘッドライトのハイビームは、12 の独立した小型

LED で構成されており、前方の交通状況を読み取ったシステムの指示により、それらひとつひとつが連

続的に消灯したり再点灯したり、また64段階の調整により減光したりします。システムで制御可能なハ

イビームの作動パターンは、合計数百万にも達します。マトリクス LEDヘッドライトを搭載したクルマ

は、高速道路などをハイビームにしたまま走ることができるため、ドライバーの夜間視界が大幅に広が

ります。また、このマトリクスLEDヘッドライトを搭載（選択）したモデルには、ウインカー使用時に、

明るいイエローの光がライトユニットの内側から外側に向けて駆け抜ける「ダイナミックターンシグナ

ル」も同時装着されます。光の動きは、400 ミリセカンドのサイクルで繰り返されます。視覚的な魅力

に加えて、従来型のターンシグナルよりほかのドライバーの注目を浴びやすいため、安全性にも寄与し

ます。 

 

●最新のMMI 

ナビゲーションから車両情報、音楽、ラジオなどのインフ

ォテイメントシステムまで、ひとつのダイヤル式コントロ

ーラー（ロータリープッシュボタン）で一元的にアクセス、

制御できるアウディ独自のMMIのシステムは、今回アウデ

ィバーチャルコックピットと融合されたことで、さらに飛

躍的に操作性を向上させました。もはや専用のモニターは

なくなり、ドライバーは地図情報などを確認するために、

前方から大きく目をそらす必要がなくなりました。またこ

の最新のMMI システムにはタッチパッド（MMI タッチ）

が付属しており、そこを指でなぞることで、文字を入力したり、画面をスクロールしたりズームしたり

することができます。また、ダイヤル式コントローラーを使っての指示は、100分の 1mmの動きも読

み取る光学センサーを介してシステムにインプットされます。ダイヤル式コントローラーのすぐ上には、

Navigation/Map、Phone、Radio、Media の各画面を呼び出すための切り替えスイッチが配置されてお

り、コントローラーの下側には、Main Menu 呼び出し及び Back（戻る）のアナログ式ボタンが、わか

りやすく配置されています。 

 



 
 

 

●Audi connectとAudi connect Navigator 

Audi connectを標準採用した新型Audi TTは、「つながりやすさ（connectivity）」の面で先駆的なクルマ

の1台といえます。インターネットとの接続が常時確保され、Google Earth、Google Street Viewを始

めとする様々なサイトから自由に情報が得られるだけでなく、画像処理集積回路のメーカーとして著名

な NVIDIA 製の高性能グラフィックプロッセッサー Tegra 30 を採用したアウディバーチャルコックピ

ットと最新 MMI のシステムにより、至極快適な操作も約束されているからです。また、Audi connect

には、WLANホットスポットを提供する機能も備わっており、TTの乗員は、同時に最大8機のモバイル

端末を使ってネットサーフィングや eメールなどの通信を楽しむことができます。さらに、Audi connect 

Navigatorを利用すれば、専用コールセンターのオペレーターと対話しながら、施設検索サービスやホテ

ル、レストランの予約手配サービスを受けることも可能です。 

 

 

エンジンとトランスミッション 

 

●230PSと286PSの2タイプの2.0 TFSI 

●パワーを向上させながら燃費効率を改善 

●6速Sトロニックにはフリーホイール機能とLaunch Controlプログラムを採用 

 

新しいAudi TTには、2.0 TFSI=インタークーラー＆ターボ

チャージャー付2.0ℓ直列4気筒DOHC16バルブエンジン

が搭載されています。従来の2.0 TFSIに対し、多くの点で

設計が新しくなっており、パワー、トルクが従来の211PS、

350Nm から 230PS、370Nmに向上しているほか、燃費

効率も13.0km/ℓから14.7km/ℓへと大幅に改善していま

す（同じTT Coupe 2.0 quattroでの比較。JC08のモード燃

費）。370Nmの最大トルクは、1,600～4,300rpmの幅広

い回転域で得られるため、標準装備の 6速 Sトロニックと

の組み合わせで、街乗りでも素晴らしいドライバビリティ

を発揮します。 

 

1,984cc の総排気量を持つこの直列 4 気筒エンジンは新型

Audi TTのフロントに、前吸気／後排気のレイアウトで後方

に12度傾けて搭載されています（従来型は前排気／後吸気のレイアウト）。最新世代のTFSIの技術的特

徴として、排気マニフォールド一体型のシリンダーヘッドと、2つの冷却ループを用いたサーマルマネジ

メントシステムを採用しており、いずれも燃費効率の改善に貢献しています。燃料供給システムは、TSFI

の根幹テクノロジーである気筒内直接噴射に、中速／中間負荷以下の運転領域ではポート（間接）噴射

も併用。さらに可変バルブ機構のAudi valveliftと可変カムシャフトシステムを採用することで、燃費効

率だけでなく中低速でのドライバビリティも改善しています。また、シリンダーブロックは薄肉の鋳鉄

製とし、さらに 4 カウンターウェイトのクランクシャフト、軽量ポリマー製オイルパン、高強度軽合金

製のピストン、アルミ製ネジなどにより、内部抵抗を減らしつつ、エンジンの単体重量を140kgに抑え

ています。また、燃費効率を改善するため、TTシリーズ全グレードに start-stopシステム及びエナジー

リカバリー機構を装備しました。 

 

この2.0 TFSIと6速Sトロニックを搭載した新型Audi TT 2.0 TFSI quattroは、0-100km/hを5.3秒

で加速し、トップスピードは電子リミッターが作動する250km/hに達します。 

 

一方、スポーツ性能を高めたAudi TTSの新型モデルには、最高出力／最大トルクを286PS／380Nmに

高めた2.0 TFSIの高性能バージョンが搭載されます。従来のTTSの2.0 TFSIの出力／トルクは272PS



 
 

 

／350Nm でしたから、14PS、30Nm の性能アップが実現しています。その一方で、燃費効率も

11.8km/ℓから14.9km/ℓへと大幅に改善されています。 

 

このTTS用2.0 TFSIは、ほかのTTに搭載されるユニットとは多くの点で異なっており、ターボチャー

ジャーの最大過給圧が 0.8 バールから 1.2 バールに上げられているほか、ピストン、コンロッド、ベア

リングシート、バルブスプリング、バルブシートリングなどが耐久力の高い専用パーツに変更されてい

ます。また、シリンダーヘッドも、素材にアルミシリカ合金を使った専用のものに代わっています。 

 

この高性能2.0 TFSIエンジンと6速Sトロニック、quattroフルタイム4輪駆動システムを採用した新

型Audi TTSは、0-100km/hを4.7秒で加速し、最高速はやはり電子リミッターが作動する250km/h

に達します。 

 

なお、新型Audi TT及びTTSの全モデルに搭載される6速Sトロニックには、アクセルオフ時にエンジ

ンをドライブシャフトから切り離し、クルマを無負荷走行させて燃費効率を改善する「フリーホイーリ

ング機構」（アウディドライブセレクトで ”efficiency” のモードを選択したときに作動）と、急発進時に

ホイールスピンを適切に保って加速タイムを短縮する ”Launch Control” のプログラムを新たに採用し

ています。 

 

 

quattroフルタイム4輪駆動システム 

 

●Audiドライブセレクトと連動した最新のシステム 

●efficiencyモードを選択すると駆動ロスを減らす制御を実行 

 

新しいAudi TT quattro及びTTSには、後輪への駆動力

伝達に電子油圧制御の多板クラッチを使った最新世代の

quattro フルタイム 4 輪駆動システムが採用されていま

す。これは、日常的な運転状況ではエンジン駆動力はフ

ロントアクスルにのみ伝達されてFWD（前輪駆動）で走

りますが、前後輪に速度差が生じるか、また急加速や高

速コーナリングでより高いトラクション能力が必要とな

ると、後輪にも駆動トルクを分配するという、「オンデマ

ンド」の 4WD システムです。最新バージョンでは、アウディドライブセレクトのシステムとも連動さ

せることで、状況を事前に判断して、アクティブに前後駆動力配分を行う高度なシステムへと進化して

います。 

 

前後のトルク配分を制御する電動油圧式の多板クラッチユニットは、プロペラシャフトの後端、リヤデ

ィファレンシャルの直前に搭載されており、従来型のものより重量が 1.5kg 軽くなって、制御ソフトウ

ェアも、新型TT 専用のものが搭載されています。その専用のソフトウェアにより、quattroフルタイム

4輪駆動システムがアウディドライブセレクトのシステムと、今回初めて統合されることになりました。

ここでは、ステアリングアングルなど運動性能に関わるデータが、quattroシステム制御の判断材料に加

えられます。例えば、高い速度のままコーナーに侵入したとき、ドライバーがステアリングを切った瞬

間から駆動力の一部がリヤアクスルに送られるようになって、その後ドライバーがアクセルペダルを踏

み込んでも、クルマはアンダーステアを誘発することなくスムーズにコーナーを曲がっていきます。高

いトラクションが求められる状況下では、中央の多板クラッチユニットは前後方向のデフロック機構と

して働き、それに対して ESP システムに内蔵されたトルクベンダリングの機能が、横方向のデフロック

機構としての役割を果たします。 

 



 
 

 

もうひとつ、この最新の quattro システムを開発する上で課題とされたのが、燃費効率の改善です。新

型Audi TT quattroにおいて、アウディドライブセレクトの“efficiency”のモードを選択すると、quattro

システムの制御も燃費効率を重視したプログラムに切り替わり、高いトラクションが求められない状況

下では、多板クラッチユニットは、常に切り離された状況になります。もちろん、必要が生じれば、シ

ステムの働きにより、前後アクスルの回転差が生じなくても、4輪駆動のシステムが稼働します。こうし

た制御により、ヨーロッパの公式走行モードでは、1km 走行あたり最大 1.5g の燃料消費が削減されて

います。 

 

 

ボディの設計 

 

●高張力スチールとアルミを組み合わせたコンポジット構造の軽量ボディ 

●ボディフレーム上部とアウターパネルはほぼすべてアルミ製に 

●剛性を向上させながらさらなる軽量化を実現 

 

アルミを多用したコンポジット（複合）構造の軽量ボディ

は、新型Audi TT の最大の技術ハイライトといえます。Audi 

TTは、すでに従来型（第2世代のモデル）において、アル

ミを多用した ASF（アウディスペースフレーム）のテクノ

ロジー導入を図っていました。そのコンセプトは第 3 世代

の TT にも引き継がれていますが、この新型ではさらに、

「最高の機能を得るために、適切な材料を適切な分量、適

切な場所に」という進化した発想のもと、単独の素材にこ

だわるのではなく、多様な素材を体系的に組み合わせるこ

とで、従来よりもさらに軽くて高機能なボディを生み出すこと目指しました。フロントエンドとフロア

アッセンブリーは、主に高張力鋼板もしくは超高張力鋼板で構成する一方で、ボディフレーム上部には

アルミ製の鋳造部品、押し出し材、パネルを採用し、アウターパネルもすべてアルミ製としています。

そうした複合構造のボディを完成させることで、高い剛性、衝突安全性を確保しながら、車両重量をさ

らに数十kg単位で軽量化することに成功しています。 

 

2,505mmという新型Audi TTのホイールベースは、MQBコンポーネントを一部に用いたモデルのなか

ではもっとも短いものです。MQBのおかげで、フロント／リヤのサブフレームからエアコンディショナ

ーまで、様々な付加的コンポーネントを、軽量設計のユニットに換えることができました。また、ボデ

ィフレーム上部のほぼすべてにアルミを使ったコンポジット構造のボディにより、クルマの重心点が従

来型より10mm低くなり、ダイナミック性能の面で有利になっています。 

 

新型 Audi TT の場合、アンダーボディ（車台もしくはフロアパネル）には、前後の縦置きメンバー、A

ピラーの根元部分、バルクヘッド、フロアから、リヤホイールアーチ、リヤエンドまで含まれますが、

そのうち熱間成形鋼板のパーツが 39.5kgと、重量比で約4 分の 1を占めています。熱間成形鋼板は、

いったん1,000°C近くまで熱した鋼板を、水冷機構を備えたプレスマシンにより、成型と同時に200°C

前後まで冷やして作られるパーツ類で、急激な温度変化により、極端に張力の高いアイアン-カーボン構

造が出来上がっています。熱間成形鋼板は、板厚を比較的薄くしても高い強度が得られるため、重量削

減が可能になります。熱間成形鋼板パーツは、新型TTの乗員セルにおいて要となる部材であり、フロン

トの縦置きメンバーとバルクヘッドをつなぐゾーンや、センタートンネル全体、Bピラーとリヤの縦置き

メンバーのあいだの強化部分などに採用されています、そのほか、高強度の冷間成型鋼板パーツや、ア

ウターシルに使われたアルミの押し出し材、リヤホイールアーチのアルミパネルなどにより、アンダー

ボディが構成されています。 

 



 
 

 

そのアンダーボディに対して、ボディフレーム上部は、ほぼすべてアルミ製部品で構成されており、そ

の重量はあわせて68kgと、かつてない軽さが実現しています。なかでも重要なのが、Aピラー根元の部

分に設置された大きな鋳造アルミ製部材で、それがルーフアーチとウインドシールドのクロスメンバー、

サイドシルを支える役割を果たしています。もうひとつ、小さな鋳造アルミの部材がルーフ後方にあっ

て、フラットな C ピラーとルーフ後側のサイドメンバーを強固に結んでいます。そのサイドメンバーの

前のルーフアーチには、アルミ押し出し材をハイドロフォーミングで加工した部材が使われており、

2,000バールの油圧により成型することで高い強度と精密な形状が得られています。 

 

新型 Audi TT のすべてのアウターパネル ― フロントフェンダー、サイドウォール、ルーフ、ボンネッ

ト、ドア、リヤハッチ ― にシートアルミが使われています。ドアとハッチゲートだけで、スチール製

のものに対して15.5kgもの重量が削減されています。すべての付加パーツを含めて、新型Audi TTのボ

ディ重量は276kgです。 

 

ハンガリーにある最新鋭の組み立て工場では、新型Audi TT 1台につき、3,020のスポット溶接、1,113

箇所のリベット接合、44箇所のパンチリヴェット接合、128箇所のネジ留、199箇所のクリンチ接合、

1.9 メートルのアーク溶接、及び 4.9 メートルのレーザー溶接が施されています。接着剤を使った接合

ラインは、全長にして76メートルに及びます。ルーフとサイドパネルの接合部分には、ハイブリッドレ

ーザー溶接の技術が使われています。 

 

なお、従来型のボディと比較すると、静的捩じり剛性は従来型の高いレベルからさらに23パーセント向

上しており、その一方で、乗り心地やハンドリング性能に関わりの深いダイナミック剛性も、従来型の

高い水準が維持されています。 

 

衝突安全性の面でも、妥協のない開発が行われており、新型 Audi TT では、乗員セルの重要な部分に、

もっとも強度の高い熱間成形鋼板パーツを使用し、シートも考えられる最大の負荷に耐える設計にして

います。前面衝突に際しては、2本の縦メンバーと上部の水平の構造体により衝撃の大半を受け止めます。

追突された場合には、アルミ押し出し材によるバンパーのクロスメンバーと、スチール製のリヤ縦置き

メンバー及びラゲージコンパートメントのフロア部分が、衝撃吸収の役割を果たします。 

 

さらに、サイドからの衝撃に対しては、サイドシルで持ちこたえ、Bピラーがウインドー部分で中断して

いることのハンディは、リヤシート下に渡された強固なクロスメンバーにより補っています。ロールオ

ーバーの場合には、ルーフフレームが乗員をしっかり保護します。万一歩行者と接触した場合には、発

火装置によりボンネットが数センチメートル持ち上がって、致命的なダメージの可能性を減らします。 

 

 

シャシー 

 

●フロント マクファーソンストラット／リヤ 4リンクのサスペンションシステム 

●プログレッシブステアリングを全グレードに標準装備 

●走行モードを選択できるアウディドライブセレクトも全車に搭載 

●Sportモード及びキャンセル機構付きのESC 

 

新型Audi TTは、フロント マクファーソンストラット、リヤ 

4 リンクのシステムによる 4 輪独立式サスペンションを採用

しています。いずれも、MQBの文法に則った、モジュラーコ

ンポーネントであり、リヤのシステムについては、その運動

性能面でのポテンシャルの高さから「モジュラーパフォーマ

ンスサスペンション」という名前でも呼ばれています。 



 
 

 

車両の軽量化及びバネ下重量を減らして乗り心地を改善するために、サスペンションシステムには多く

のアルミ部品を使っています。フロントではサブフレームとピボットベアリングが、リヤでもハブキャ

リアーがアルミ製となっています。 

 

プログレッシブステアリング 

ステアリング機構には今回から、切り込み量が多いほどギアレシオが速くなる「プログレッシブステア

リング」が採用されています。高速クルージングでの安定性を確保しながら、パーキング時など低速で

の取り回し性が大幅に改善されています。ステアリングのパワーアシストは完全な電動式で、走行速度

に応じたアシスト量の調整を正確に行えるため、プログレッシブステアリングとの相乗効果で、低速か

ら高速まで、また、街乗りからレーストラックなどでのスポーツ走行まで、ダイナミックかつ快適なス

テアリング操作を楽しむことができます。なおこのパワーステアリングシステムは、レストリコメンデ

ーション（休憩を促すアラーム）、アウディアクティブレーンアシスト、パークアシストといったアシス

タンスシステムと連携して、状況によってはドライバーへの警告、ステアリングの自動補正、自動操作

といった特別な機能も果たします。 

 

ホイールとタイヤ 

標準装備のアロイホイールは、FWDのTT 2.0 TFSIが17インチサイズで、quattroシステムを搭載した

2.0 TFSI quattro及びTTSは18インチサイズを装着します。タイヤはいずれも245センチ幅で、偏平

率は、17インチサイズの場合45パーセント、18インチサイズでは40パーセントとなります。ほかに

オプションで、19インチサイズのホイールも選ぶことができます。2.0 TFSI（FWD 仕様）に標準装備

される 17 インチホイールは、単体の重量が 8.7kg と非常に軽量に仕上っており、また、TT（TTS を除

く）にオプション設定されている19インチの鍛造アルミ製ホイールも10.6kgと、同サイズのものとし

てはもっとも軽量な部類に数えられます。 

 

ブレーキシステム 

大径ホイール採用の目的のひとつはもちろん、ブレーキのポテンシャルを高めるためで、新型 Audi TT

には、フロントに312～338mmの大径ベンチレーテッドディスクを備えた高性能の4輪ディスクブレ

ーキが採用されています。今回特に、パワフルな TTS 用に、アルミ製の固定キャリパーを備えたフロン

ト ベンチレーテッドディスクブレーキを新開発しました。軽量設計により、このブレーキだけで、従来

型より約 5kg も重量が削減されています。ちなみに、リヤホイールに働くパーキングブレーキは、今回

からボタン制御のエレクトロメカニカルタイプになっています。 

 

アウディドライブセレクトとマグネティックライド 

新型 Audi TT 全グレードに搭載されているアウディドライブセレクトは、コックピットでの簡単なボタ

ン操作により、ドライバーが好みの走行モードを選択できるシステムです。comfort、auto、dynamic、

efficiency、individualの 5つのモードが設定されており、選択したモードに応じて、アクセルペダルの

レスポンス、Sトロニックのシフトポイント、quattroシステムの制御、オートマチックエアコンの制御

などが、快適重視（comfort）、走行性能重視（dynamic）、燃費効率重視（efficiency）の方向に調整さ

れます。そのほか、auto はバランス重視、individual は MMI のシステムを通じて自分なりの設定を行

うモードです。 

さらに、アウディマグネティックライドを搭載した TTS で

は、アウディドライブセレクトのモード選択により、その

可変ダンパーシステムの制御プログラムも自動的に切り替

わります。すなわち、comfort のモードを選択すれば乗り

心地重視の、dynamic のモードを選択すればハンドリング

性能重視のダンパー減衰力制御が得られることになります。

もっとも、アウディマグネティックライドは、走行条件を

応じてダンパー減衰力をアクティブかつ瞬時に調整するシ



 
 

 

ステムであり、日常的にはどのモードを選択しても、乗り心地、操縦性の面で優位性を感じることがで

きます。サーキットを走る場合は、dynamic のモードを選択して、高められたダンパーセッティングに

より、ロールやピッチングを抑制した走りを楽しむことが推奨されます。 

 

ESCのSportモード 

ESC（エレクトロニックスタビリゼーションコントロール）は、新型Audi TT全グレードに標準装備され、

走行安定性確保に大きく貢献しているシステムです。しかしながら、走行条件、及びドライバーのスキ

ルによっては、その働きを制限したいという希望が生じることも事実です。そのため、リアルスポーツ

カーであるTTでは、ESC機能に制限を与えるモードも設定することにしました。それがSportモードで、

センターコンソールに設けられたボタンを押してこのモードを選択すると、アクセル全開で飛ばしてい

るような場合でも、システムの介入は制限され、介入するにしてもそのタイミングが遅くなります。そ

のため、ドリフト状態を維持したままコーナーを抜けるといった、通常 ESC によって制御されるような

ドライビング操作も可能となります。さらにドライバーが、当該のボタンを 3 秒以上押し続けると、シ

ステムが完全にキャンセルされて、一切の介入が行われなくなります。これは、高いスキルを持つドラ

イバーが、サーキットでラップタイム短縮を狙う場合などを想定したモードです。 

 

もっとも ESC は、単にクルマを減速させて安定を高めるだけのシステムではなく、状況によっては左右

方向のディファレンシャルロックとして働いて、高速コーナリング中のアンダーステア傾向を打ち消す

という機能も有しています。こうした機能は、quattroモデルでも、また、FWDの TT 2.0 TFSIでも有

効であり、コーナリング中に、タイヤの接地力が相対的に低い内側のホイールにブレーキを介入させる

ことで、外側のホイールに駆動トルクを多めに分配し、結果としてクルマをコーナー内側に向けやすい

状況を作り出します。 

 

Audi TT Roadster quattro 

 

●230PSの2.0 TFSIエンジンとquattroシステム、6速Sトロニックを採用 

●電動トップの開閉時間はわずか10秒、50km/h以下なら走行中でも操作が可能 

●フリースレイヤーの採用により遮音／遮熱性能をさらに高めたソフトトップ 

●ソフトトップモデルとしては異例のCd値0.30を達成 

●軽くて衝突安全性に優れたコンポジット構造のボディ 

 

Audi TT Roadsterは、電動ソフトトップを採用したAudi TT

のオープントップモデルです。2＋2 のキャビンを持つ TT 

Coupeに対して、室内は2人乗りで、乗員のすぐ後ろには、

スチール製の強固なロールオーバーバーが備わります。TT 

Coupe同様、今回のモデルは3世代目にあたり、初代のTT 

Roadsterは、初代TT Coupeから1年遅れて1999年にデ

ビューしています。今回日本で発売するのは、2.0 TFSIエ

ンジンと quattro フルタイム 4 輪駆動システムを搭載した

Audi TT Roadster 2.0 TFSI quattroというモデルであり、

トランスミッションは6速Sトロニックを備えます。 

 

Coupeモデル同様に、今回多くの点で設計が刷新された2.0 TFSIは、従来型よりも19PS、20Nmアッ

プした 230PS、370Nm のパワー、トルクを発揮します。その一方で燃費効率は 14.4km/ℓと、従来型

の 13.0km/ℓ から 11 パーセントの改善を果たしています。燃費消費削減のためにスタートストップシ

ステム／エナジーリカバリーシステム、6 速 S トロニックのフリーホイール機構などを採用している点

は、Audi TT Coupeと同様です。 

 



 
 

 

新開発の電動ソフトトップは、新型Audi TT Roadsterの技術的ハイライトのひとつといっていいでしょ

う、20mm 低い全高が示すように、シルエットは低く滑らかで、メタルトップの Coupe とはまた違っ

た魅力を放っています。マグネシウム、アルミといった素材を使うことで重量も低く抑えられており、

トップの総重量は 39kg に過ぎません（従来型との比較では－3kg）。それにより、車両の総重量だけで

なく、重心点も低く抑えることができました。また、新型Audi TT Roadsterは、ソフトトップモデルと

しては異例に優れた空力特性の持ち主で、Cd値はわずか0.30に抑えられています。 

 

トップの開閉は、おおよそ 50km/h 以下であれば走行中でも可能です。開閉に要する時間も 10 秒程度

に過ぎません。いったん閉じてしまえば、ヘッドライニング（内張り）の上に重ねられたフリースレイ

ヤーなどの効果で、きわめて優れた遮音／遮熱効果を発揮します。そのフリースレイヤーを含めて、ト

ップは5層構造になっており、厚さはあわせて15mmに達します。室内騒音のレベルは、従来型と比べ

ても確実に改善されており、とりわけ、風切り音を含む周波数帯では大幅に下がっています。こうした

優れた遮音性能から、この新開発のトップは「アコースティックソフトトップ」と形容されます。トッ

プを開けても、電動のウインドディフレクターを使えば走行中の風の巻きこみはわずかであり、室内ヒ

ーター及びシートヒーターを併用することで、冬でも快適なまま、オープンエアモータリングの醍醐味

を満喫することができます。 

 

ボディの構造は、多くの点で固定のメタルトップを備えたCoupeと異なります。オープントップにした

ことによる剛性低下を補うために、サイドシルからリヤホイールハウスにかけて、特に念入りな強化が

行われていますが、アウディスペースフレーム（ASF）のコンセプトに則って、ここでも主役となってい

るのは軽量なアルミの部材です。サイドシルと A ピラーを結ぶ部分に、強固なアルミ鋳造製部材を使っ

ているのは Coupe も同様ですが、Roadster ではさらに、サイドシルとリヤの構造物を結ぶ部分にも、

専用の巨大なアルミ鋳造パーツを置いています。またサイドシル自体も、ハイドロフォーミングにより

成型したアルミ押し出し材にスチール製の補強を被せた強固な構造にしています。一方で、ロールオー

バー対策では、絶対強度の高いスチール部品をフル活用しており、シートのすぐ後ろに、強固なスチー

ル製の土台で支えられたスチール製ロールオーバーバーを設置したほか、専用設計の A ピラー（表面は

アルミシート）には、転倒時にも折れ曲がらないよう、内部に頑強なスチールパイプを通しています。 

 

 

Audi TTS 

 

●286PS、380Nmを発揮する高性能2.0 TFSIを搭載 

●内外装に多くの専用パーツを採用 

●アウディマグネティックライドを搭載して10mm車高ダウン 

 

高性能エンジンと quattro システムを搭載した Audi TT

の高性能バージョンがAudi TTSです。エンジンはほかの

モデルと同じ2.0 TFSIながら、過給圧を高めたターボチ

ャージャーや、耐久性を上げたシリンダーヘッド、ピス

トン、コンロッドといった専用部品を要所に配すること

で、最高出力 286PS、最大トルク 380Nm の高性能と、

リアルスポーツカーのエンジンらしい、心躍るサウンド

と回転フィールを実現しています。この強力なTFSIエン

ジンを搭載した新型 Audi TTS は、全モデルに標準となる 6 速 S トロニックとの組み合わせで、

0-100km/h加速4.7秒の俊足を発揮し、燃費効率も14.9km/ℓ と、従来型の11.8km/ℓ から大幅な改

善を果たしています。 

 

 



 
 

 

内外装ともに多くの点で独特の装備やデザイン処理が奢られており、エクステリアでは、シングルフレ

ームグリル、前後バンパー、サイドシル、ホイールが専用のデザインになっているほか、ドアミラーハ

ウジングがアルミ調仕上げのものに変更されています。またボディカラーのうち、セパンブルーパール

エフェクトとパンサーブラッククリスタルエフェクトの 2 色は、TTS だけで選べる専用のカラーになっ

ています。インテリアでも、シート（アルカンターラ／レザーのコンビ Sスポーツシート）、ドアトリム、

ステアリングホイールを専用仕様にしているほか、センターコンソールなどをマットフラッシュのアル

ミ調仕上げとし、ステアリングホイールやシフトブース、コンソール、ドアトリムなどに対照色の飾り

ステッチを施して、本格スポーツモデルらしいプレミアムでエクスクルーシブなイメージを醸し出して

います。 

 

走行機能の面では、高性能2.0 TFSIエンジン、quattroフルタイム4輪駆動システム、6速Sトロニッ

クに加えて、ダンパー減衰力をアクティブに制御するアウディマグネティックライドを標準採用しまし

た。それに伴って、車高が通常のTT Coupeから10mm下げられています。また、夜間視界を改善する

画期的システムとして、前走車、対向車のドライバーを眩惑しないハイビームの自動マスキング機能を

備えたマトリクスLEDヘッドライトを標準採用しています。 

 

 

Audi TT 20年のストーリー 

 

プロジェクトマネージャーはProf. Dr. ハッケンベルク 

1995 年 9 月にフランクフルト モーターショーに TT の最初のプロトタイプが出品されたのは、具体的

な開発計画などない 1 台のスタディモデルとしてでした。担当のプロジェクトマネージャーを務めてい

た人物は、現在、AUDI AGの技術開発担当取締役であるProf. Dr. ウルリッヒ ハッケンベルクでした。

ハッケンベルクと彼のもとに馳せ参じたデザイナーのチームは、わずか4週間で、TTのコンセプトをま

とめ上げたといわれます。彼らは、クーペ仕様に続いてわずか数か月後に、TTロードスターのスタディ

モデルも発表しました。両モデルともに素晴らしい評価を得て、アウディは市販に向けた開発作業を本

格化させる決断をします。「アウディブランドの小型スポーツ」という魅力的なコンセプトに加えて、ピ

ュアで訴求力のあるTTのスタイリングが、生産開始のずっと以前から、世界中に無数のファンを生み出

しました。 

 

名前の由来は世界的に知られたモータースポーツイベント 

ちなみに、TTの名称は、イギリスの西方、アイリッシュ海に浮かぶ島、マン島で毎年開催されている著

名な 2 輪レース、「ツーリスト トロフィー」に由来しています。アウディの源流ブランドのひとつであ

るNSUは、かつてヨーロッパ有数のモーターサイクルブランドとして、このレースで大活躍し、それに

ちなんで、スポーティな4輪のモデルにもTTという名を与えて販売していました。なかでも有名なのは、

1960年代にヨーロッパで人気を博したリヤエンジンのコンパクトカー、NSU プリンツ1000 TTで、そ

れをベースにモータースポーツ参加を前提とした1000 TTSというスポーツモデルも生産されています。 

 

初代モデル（1998～2006年） 

初代 Audi TT は、Coupe が 1998 年秋に、Roadster が 1

年後の 1998 年夏に欧州で販売開始されています。当初搭

載されたエンジンは、1,8ℓの直列4気筒エンジンで、DOHC

気筒当り 5 バルブとターボチャージャーを採用して、

180PS もしくは 225PS の出力を発揮していました。最初

からquattroフルタイム4輪駆動システムと FWDの 2つ

の駆動方式が設定されていましたが、225PS 仕様は

quattroのみ、180PS仕様はFWDが標準で、quattroシス

テムとの組み合わせはオプション扱いという設定になって



 
 

 

いました（日本では180PS仕様は FWDのみ）。トランスミッションは当初5速もしくは6速のマニュ

アルだけで、日本で最初販売されたモデルも、ギアボックスはマニュアルのみの設定でした。6 速の S

トロニックが選べるようになるのは、2003年に250PSの3.2ℓ V6エンジンが追加導入されて以降です。

そのTT 3.2 は、quattro仕様で販売されました。 

初代Audi TTは、2006年まで生産が継続されましたが、モデル末期の2005年に、特別なモデルが限定

生産されています。それは、ノーマル仕様よりパワフルな 240PS の 1.8ℓDOHC ターボエンジンを搭載

し、quattro GmbHが組み立てを担当したAudi TT quattro Sportで、日本でも150台限定で販売され

ました。 

 

2世代目モデル（2006～2014） 

第2世代のAudi TTがデビューしたのは2006年4月です。

その半年前、2005 年秋の東京モーターショーで、この 2

代目 TT と多くの点でデザイン的に共通項のある Audi 

Shooting Break Conceptを一般に公開していました。 

2代目Audi TTの特徴は、アルミとスチールの複合軽量ボデ

ィ構造を採用していたことです。それにより、スポーツ性

能にさらに磨きをかけていました。搭載するエンジンは、

いずれも直噴システムとターボチャージャーを採用した

1.8ℓ 160PS及び2.0ℓ 200PSの TFSIエンジンで、トラン

スミッションは6速マニュアルのほか、当初から 6速 Sトロニックが設定されていました。2008年に

は272PSの高性能2.0 TFSIエンジンを搭載したAudi TTS quattroがデビューし、さらに、翌2009年

のジュネーブモーターショーでは、quattro GmbHが開発を担当した340PS直列5気筒ターボエンジン

を搭載した究極の高性能モデル、TT RSも発表されました。この第2世代のTTをベースにしたスポーツ

モデルのTTSとTT RSは、いずれもSトロニック（TTSは6速、TT RSは7速）との組み合わせで日本

でも販売されています。TT RSはその後さらにエンジンがパワーアップして、360PSを発揮するように

なりました（Audi TT RS Plus）。通常のAudi TTに積まれる2.0ℓ TFSIエンジンも、後期型は211PSに

パワーアップしています。 

 


